
講

話

石

油

地

質

学

概

要

(
十
七
)

球
撃
士

大

村

1

蔵

親

後

油

田

の

地

質

及

錦

.蕊

民
p
新
津
油
田
の
地
質
及
鑓
庇

ニ
イ
ツ

位
置
'
泊
等
及
産
額

本
油
田
は
新
潟
市
の
属
兼
五
里
､
侶
題
放
､
岩
越
鹿
､
羽
越
線
の
交
叉
瓢
な
る

新

津

輝
に

正
か
-
横
は
る
丘
陵
地
に
磯
達
せ
る
も
の
に
し
て
商
は
信
越
兼
矢
代
田
輝
附
近
の
丘
陵
地
に
始
ま
り
､
疎
ぼ
信
越
線

笠
や
行
に
北
方
に
伸
び
'
新
障
輝
附
近
に
て
は

一
部
は
阿
賀
川
の
平
原
に
入
っ
て
鷹
を
督
げ
て
居
る
｡
延
長
南
北
.A;

ナ
カ
カ
ン

約
二
田雪

幅
は
教
も
磨
き
部
分
に
放
て
牛
鬼
に
及
び
､
極
め
て
&
.き
筒
域
に
井
格
相
遵
接
し
て
居
る
｡

地
絡
は

中

蒲

..Lラ

カ
ナプ

シ
チ

-<tlf

カウ
が
こ

原

郡
新
津
町
.
新
閥
村
.
金
津
村
に
蛤
が
-
､
出
抑
匿
域
は
地
名
に
由
-
便
宜
上
'
固
ま
-
金

陣

'
鰻
谷

-

3向

春

､

･

ヒガ
シジ
ヤ

nグ
チ

ナンジ･1がウ
イ
リ

サカ
エザ
ハ

ウ
マコ七

十
でサ
ヤ
ワ
-

朝
日
'
文

鳥

(

以
上
金
津
村
)
､
小

口

'
天

醐

党

人

.

塊

浬

(

以
上
新
踊
村
)
p
熊
喋
.
馬

寄

､
盟
粋
七
山

親

制

.

.

リ

♂
ヤ
マ

衣
キ
ヤ

ガ
ラ
メ
キ

馳

兼

山

.

瀧

谷

も
柄

日

本

(
以
上
新
浄
町
)
の
緒
鉱
山
に
別
か
れ
て
あ
る
∪

本
油
田
地
は
克
斯
及
び
石
油
S
l天
飴
露
出
頗
る
多
-
容
易
に
人
の
注
意
を
惹
い
た
も
の
で
あ
る
｡
鼎
桑
山
隈
域
に

石
的
地
質
単
相
安

≡

奴

五
五



洩

練

.

弟
九
魯

第
三
鶴

1i
l
舛

五
六

あ
る
有
名
な
る

鮎

鮎

は

水
中
に
瓦
斯
の
磯
出
せ
る
現
象
に
外
か
な
ら
な
い
｡
そ
れ
故
､
本
油
田
に
於
で
は
頚
城
地
方

だ
同
様
頗
る
宙
等
時
代
よ
り
石
鞠
採
掘
が
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
近
代
に
於
け
る
本
油
田
の
敏
速
は
著

し
-
堰

魔
術
の
進
歩
に
随
伴
し
て
居
る
｡
明
治
七
年
頃
よ
ゎ
同
甘
五
年
頃
迄
は
手
鋸
の
時
代
な
る
が
本
油
田
の
地
袋
は

1
枚

に
水
及
び
瓦
斯
を
含
む
こ
ビ
多
き
故
'
甚
だ
手
掘
に
通
せ
す
､
従
っ
て
油
凹
各
部
に
互
-
各
所
に
開
掘
を
見
た
る
も

多
-
は
成
功
せ
ず
､
只
此
蛭
的
こ
れ
等
の
障
審
少
な
き
金
津
方
面
に
成
功
を
見
､
本
油
田
最
初
の
盛
況
は
発
つ
此
の

万
両
に
起
こ
っ
た
.
触
か
れ
共
'
要
す
る
に
璃
暦
の
小
畳
の
石
油
を
採
取
す
る
.に
止
ま

わ
産
油
畳
は
さ
し
て
大
な
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
.3
そ
の
後
p
明
治
廿
六
年
に
至
-
上
紙
堀
の
使
用
せ
ら
る
～
に
至
-
木
浦
H
は
関
目
を

1
新
し
､

各
所
に
成
功
井
出
現
し
盛
況
を
見
る
に
至
っ
た
｡
此
の
油
肘
に
上
線
掘
な
任
用
す
る
に
.至

-
L
動
機
は
重

点
確
固
大

袋
内
に
地
震
研
究
の
食
め
上
紙
掘
に
で
地
層
を
試
験
し
っ
J,
め
rc,し
革
に
基
周
せ
る
は
面
白
い
こ
ど
で
あ
る
｡
上
線

描
に
次
で
馴
治
珊
二
年
に
米
図
式
の
鋼
式
掘
濫
法
採
用
さ
れ
'
探
暦
の
採
油
だ
字

｡
更
に
盛
況
を
重
ね
p
次
で
大
正

二
年
に
室
-
り
一

タ

ブ
ー
式
を
使
用
す
る
に
及
で
晃
に
操
暦
の
採
油
ど
な

り
本
油
田
峯
前
の
盛
況
を
見
た
'
本
油
田

の
沿
革
中
特
筆
す

べ
き
事
件
は
明
治
四
十
三
年
四
月
､
柄
日
地
内
に
教
官
帽
の
大
境
油
井
の
潜
出
せ
し
こ
ビ
及
び
大

正
二
空

ハ
月
､
小
口
地
内
に
最
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー
式
井
が
慌
度
二
首
間
に
三

千
時
以
上
の
大
境
約
を
且
た
こ
亡
で

あ
る
｡
本
油
田
は
大
正
五
年
頃
の
産
油
は
日
産
三
千
婿
に
達
し
､
こ
れ
を
最
頂
ビ
し
其
の
後

一
進

一
退
漸
減
し
て
現

在
に
於
で
は
日
産

1
千
将
内
外
で
あ
る
｡

油
質
は
ア
ス
PT
ル
ト
系
の
も
の
多
-
比
東
は
ポ
ー
メ
一
五
度
乃
至

一
入
皮
で

一
般
に
濃
東
で
あ
る
｡

地
質
及
鋳
床

地
質
及
び
基
の
厨
序
は
節

1i
園

の
杜
状
間
に
示
せ
し
如
き
開
係
で
あ
る
〕
而
し
て
本
油
田
筑
蛾
勺
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に
露
出
せ
る
部
分
は

箪

一
国
に
地
表
放
ビ

記
入
せ
る
放
以
上
に

し
て
其
の
以
下
は
附

近
の
露
出
並
に
坑
井

の
綬
廟
に
由
つ
た
も

の
で
あ
る
.

七
谷
暦
は
大
鰭
に
於
で
蟹
城
暦
に
相
普
す

べ
き
地
膚
な
れ
で
も
白
色
凝
次
質
砂
岩
を
爽
む

賢
城
静
に
特

有
な
る
特
徴
は
本
暦
の
上
部
に
限
ら
れ
下
部
は
ま
と
し
て
塊
状
の
黒
色
雷

等

あ
る
.
木
骨
の
基
風
に
は
五
十
米
内

外
の
響

雷

b
P
不
盤
倉
的
羊
花
成
岩
及
び
古
佳
代
の
地
層
を
被
接
す
｡
該
観
岩
に
は
月
化
石
多
-

T
h
yasira
も

我
見
さ
る
｡
響

石
の
上
部
に
は
石
其
親
面
岩
栗
の
韻
色
凍
次
岩
､
角
壁
岩
層
あ
-
厚
さ
二
五
〇
米
に
達
し
其
の
上
部

力
t･ツ
バ

は
常
磐
を
加

へ
漸
次
雲

霞

推
移
し
て
居
る
｡
余
は
基
底
の
蟹
岩
を
釜
鋸
響

雪

凝
悉

雷

高
柳
凝
悉

雷

命
名
し

て
居
る
｡
高
柳
耗
衣
岩
の
下
部
に
爽
ま
る
錆
色
貢
岩
甲
に
は

C
.m
pt.n
I.a
等
の
中
新
勘
の
も
Q
.ビ
鋸
足
さ
れ
た
る

腫
物
化
石
が
埋
就
さ
れ
て
屠
る
｡
如
ち
少
な
-
ど
も
北
部
越
後
に
於
け
る
警

雇

暦
は
各
部
中
断
期
以
後
の
も
の
で

ぁ
る
こ
と
は
膳
か
で
あ
る
｡
佃
は
七
各
層
の
中
部
よ
･cl金
冷
静
の
下
部
に
瓦
-
､
屡
々
玄
武
岩
'
安
山
岩
及
び
石
英

粗
面
岩
の
凝
磐

石
､
角
撃

方
､
基
塊
岩
及
び
岩
床
が
登
鬼
さ
れ
る
｡
是
等
の
火
山
岩
頻
は
雷

有
､
砂
岩
ビ

交
互
遜
積

せ
る
真

言

-
観
て
凡
て
屯
各
層
乃
至
は
金
津
暦
沈
積
歯
時
に
沈
積
又
は
熔
流
し
た
も
の
だ
解
し
得
る
の
で
あ
る
0

金
灘
暦
は
砂
岩
に
著
し
-
轡
等

る
も
の
に
し
て
金
砕
鉱
山
隈
域
に
善
-
露
出
し
て
出
る
｡
金
蹄
暦
の
名
は
仰
木
敷

石
仙
地
質
嬰
佃
野

l三

五
七



地

球

節

九

魯

飾
三
駿

n1八

五
八

授
の
命
名
で
あ
る
｡
層
位
に
就
で
は
余
は
碓
谷
暦
又
は
東
山
暦
に
封
此
す

べ
き
藩
の
ど
解

し
て
居
る
｡
小
口
暦
は
砂

厨
房
川村
を
真
髄
./J
せ
る
も
屡
々
轟
き
砂
盾
を
爽
み
就
中
､
其
の
下
部
に
は
砂
暦
の
外
に
砂
利
暦
及
び
笈
川
暦
を
多
-

爽
み
且
っ
砂
利
厨
に
件
ふ
て
野
間
の
不
倒
湘
即
ち
極
部
分
的
に
不
整
合
的
関
係
牽

不
す
が
如
き
特
徴
を
持
て
居
る
｡

小
口
暦
の
上
部
は
漸
次
.
橋
田
暦
に
推
移
す
る
｡
橋
は
暦
は
砂
暦
等
を
爽
む
こ
と
極
め
て
少
な
き
淡
青
色
'
粗
租
の

オ
ホ
カ
ンバ
ラ

砂
嚢
貢
岩
で
あ
る
｡
橋
田
は
漸
次
'
大

蒲

原

厨

ビ
命
名
せ
る
砂
､
砂
利
よ
-
成
る
画

素
に
推
移
す
る
｡
大
甜
原
暦
は

本
池
田
園
域
に
で
は
准
第
三
紀
暦
及
び
其
の
外
の
新
紀
の
地
腎
に
披
ほ
れ
て
見
る
こ
だ
が
出
水
ぬ
｡
央
代
田
暦
は
余

が
准
第
三
紀
だ
し
て
博
刺
せ
る
静
索
の
代
表
的
の
も
の
に

し
て
矢
代
Eg
牒
よ
-
金
津
銀
山
に
至
る
道
路
面

近
に
放
て

最
も
章
-
成
層
の
関
係
'
他
の
第
三
紀
暦
}J
の
不
整
各
的
閑
係
を
見
る
こ
}J
が
出
凍
る
｡
下
部
だ
は
砂
利
の
教
壇
を

見
る
も
大
部
分
は
歌
か
き
砂
､
粘
土
よ
rc,成
丑
し
て
居
る
｡

新
津
油
田
の
主
婁
有
る
食
油
暦
は
金
津
及
び
小
口
暦
中
に
介
在
せ
る
砂
暦
で
あ
る
｡
大
健
に
於
て
南
部
に
在
る
金

津
二
向
谷
'
朝
日
等
の
窃
山
は
金
津
府
中
の
油
層
を
縁
桁
L
も
中
央
に
位
す
る
小
口
象
山
は
金
棒
'
小
口
の
開
府
の

も
の
を
稼
行
L
t
小
口
よ
-
江
北
の
鶴
川
は
小
口
暦
中
の
も
の
を
稼
行
し
て
居
る
｡
小
口
錬
･日
に
於
け
る
･第
二
鮒
屠

ビ
科
せ
ら
る
～
金
棲
暦
中
の
油
層
は
頗
る
蓋
官
に
し
て
､
大
聖

山年
該
府
登
児
以
凍
､
多
量
の
石
油
を
崖
出
し
た
｡

此
め
外
'
兼
島
及
び
朝
日
館
山
の

一
部
に
は
七
谷
暦
中
よ
･Jl
崖
油
密
見
て
居
a
.

本
油
田
の
地
質
構
造
は
現
在
に
於
て
は
地
表
の
材
料
及
び
垢
井
の
結
果
等
よ
-
第
二
問
に
現
は
せ
る
如
き
も
の
ど

信
じ
で
屠
る
｡
大
鰻
に
於
て
背
斜
構
造
を
形
成
せ
る
地
機
が
夏
に
加
は
る
側
屈
に
由
-
小
地
塊
に
破
壊
さ
れ
､
各
塊

布
に
特
典
の
歪
曲
を
な
し
現
在
の
如
き
櫓
遣
.i
到
達
せ
る
-
の
ど
解
し
て
居
る
O
右
の
断
簡
中
聾
粒
寺
山
の
南
に
株
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地

珠

終
九
馨

筋
三
鮮

ニ
ニ
0

大

.い

は
る
横
裂
断
層
は
最
も
揖
薯
な
る
も
の
に
し
て
､
此
の
断
層

を
境
界
だ
し
て
地
形
･
地
質
及
び
地
質
構
造
に
著
し
i
L

鼻
化
が
あ
る
｡
此
の
断
暦
以
北
は
新
津
油
田
の
出
油
低
域
に
T
jtJ
小
魂
に
分
か
た
る
る
も
大
髄
に
於
で
同

芸

傾
向

を
持

っ
て
居
る
｡
該
断
層
の
閥
方
は
北
方
に
此
し
て
甚
だ
し
-
隆
通
し
構
造
も
北
方
よ
-
は
甚
だ
し
-
擾
乱
さ
れ
て

居
る
O

一
の
横
裂
断
哲
に
由
り
出
油
置
域
が
劃
奴
…E
L
で
国
別
す
る
現
象
は
東
山
抽
脱
に
類
似
し
て
静
る
｡
此
の
断

固両断田方沖金剛EIl沖新 聞 三 第

ポ
ゲ
イ
.A
ヤ
丁

暦
を
余
は
薯

投

等

山

断

層
だ
祁
し
た
い
ど
ぶ
ふ
｡
こ
れ
に
攻
で
薯
し
き
断
層
は
本

油
田
の
中
央
を
走
過
す
る
暦
向
断
簡
で
あ
る
｡
本
断
層
は
油
田
の
南
部
金
津
万
両

に
於
で
は
容
易
に
認
知
さ
る
ゝ
も
北
部
に
於
で
は
露
出
慈
し
-
寵
知
困
難
な
る
も

坑
井
の
結
果
其
の
他
よ
ゎ
大
健
p
第
二
同
に
示
す
如
き
位
置
を
走
過
す
る
も
の
ど

考

へ
て
屠
る
｡
此
の
断
層
に
由

り
新
津
油
田
は
栗
田
の
両
国
域
に
別
か
た
れ
'
構

造
に
も
差
別
空

不
し
て
居
る
概
し
て
云

へ
ば
東
側
の
部
分
は
此
按
的
激
し
き
魔
力

を
受
け
同
時
に
偏
差
運
動
を
為
し
て
定
に
小
塊
に
分
か
た
れ
p
各
自
異
な
る
歪
曲

を
受
け
て
居
る
｡
金
津
抽
出
よ
-
九
田
村
に
至
る
嘱
道
に
露
出
せ
る
著
し
き
暦
間

破
砕

In
trafolm
atio
n
al

cornagatio
n

の
現
象
は
断
層
の
米
側
に
於
け
る
地
層

l]ン..J
]r.I

の
激
動
に
由
で
生
じ
た
も
の
ビ
解
し
て
居
る
｡
余
は
此
の
断
層
を

金

此

羅

山
断
層

だ
命
名
し
た
い
ビ
恩
ふ
｡

余
は
現
在
に
於
で
は
主
要
出
納
置
域
の
分
布
及
び
其
の
他
の
材
粁
よ
-
最
初
の

背
斜
林
地位
は
金
伽仲
-
-
′小
口
山〃
田
に
走
過
せ
I
L
ル仙
三
､
m
H十
度
州帯
出比
の
走
向
を
有



せ
L
も
の
な
ら
し
な
､
補
聴
に
鑑
か
-
金
此
鹿
川
断
簡
に
切
断
さ
れ
ー
二
次
的
歪
曲
を
受
け
て
現
我
の
胡
鶏
に
莞
-

し
も

の
な
ら
ん
ビ
考
へ
て
居
る
｡
以
下
各
錬
山
隈
域
に
就
て
簡
革
に
簡
明
L
や
う
｡

金
粋
へ
高
谷

朝

日
閲
域
は
本
油
田
の
基
幹
を
成
す
背
斜
構
造
の
石
油
を
採
取
し
て
居
る
｡
.納
骨
は
金
津
の
砂
原

に
貯
溜
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
金
津
方
面
に
放

て.は
主
要
食
油
暦
た
る
金
津
暦
の
蝕
剥

ぎ
火
山
岩
の
布
衣

ビ
に
由
て
背

図両柳田ガロ小江hlLll浄新 回 田 節

石
-=
地
兜
軸
拙
蛍

斜
の
項
部
に
は
石
油
存
在
せ
ず
､
主

だ
し
て
閣
巽
に
集
積
せ
る
石
油
を
棟
放
し

て
居
る
0
此
の
外
此
の
方
面
の
出
油
置
域
は
東
側
は
､
金
此
藤
山
断
層
に
依

力

西
側
は
矢
代
田
地
内
に
横
は
る
断
層
に
由
て
局
限
さ
れ
て
屠
る
｡
此
の
欠
代

乱

の
断
層
は
聴
解
三
寵
暦
に
蔽
は
る
ゝ
ど
も
.
其
の
存
在
は
構
造
の
相
違
よ
-
充

介
立
静
さ
れ
得
る
｡

小
口
鋸
山
'
朝
日
館
山
の

一
部
､
馬
寄
飴
山
の

一
部
は
燭
立
せ
る

1
個
の
小

背
斜
の
頂
部
に
成
年
せ
る
鱗
床
の
石
油
を
採
取
せ
る
-
の
で
あ
る
.
此
の
方
面

の
油
層
に
は
上
下
の
二
穂
あ

ゎ
､
上
部
の
も
の
は
金
津
暦
ビ
小
口
暦
ど
の
境
界

附
並
の
砂
暦
中
に
貯
溜
せ
る
も
の
に
し
て
此
の
方
面
敢
初
の
稼
行
油
層
で
あ
る

下
部
の
も
の
は
金
津
骨
の
甲
佐
の
厚
き
砂
簡
単
に
貯
溜
せ
る
新
津
油
田
中
点
も

豊
富
な
油
層
で
あ
る
｡
下
部
の
納
骨
発
見
後
は
上
部
の
も
の
を
小
口
第

1
瀞
p

下
部
の
も
の
を
小
口
第
二
層
ビ
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
.
此
の
術
暦
の
輔
係
は
朝

日
'
高
谷
の
金
此
藤
川
断
層
の
酉
側
の
方
南
に
於
て
も
同
塵
で
あ
る
｡
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地

球

節

丸
谷

節
三

班

壬
1

誉

]

熊

樺

､
山
親
割
.

天
紳
党
人
方
面
は
術
上
ら
れ
た
断
層
附
近
の
擁
曲
に
由
-
抑
留
さ
れ
集
積
せ
る
も
の
に
し
て
石

油
は
小
口
暦
の
下
部
砂
原
に
貯
溜
せ
る
も
の
乃
至
は
小
口
第

1
暦
に
相
等
す
る
も
の
Lt
ら
ん
だ
考

へ
て
屠
る
｡
瀧
谷

は
部
分
的
歪
曲
に
嘘
る
小
背
斜
に
集
積
せ
る
も
の
､
柄
日
東
は
瀧
谷
の

一
部
の
如
-
比
ゆ
る
も
其
の
間
に
断
簡
あ
り

て
抑
留
さ
れ
た
る
∴
胴
の
鋸
床
に
非
ら

ざ
る
か
の
脱
が
あ
る
｡
油
層
は
小
口
府
中
の
砂
暦
中
に
貯
溜
せ
る
も
の
車

あ

園 田 断 縦 m的 砕 新 聞 五 節

る
｡
粟
島
鱗
山
だ
将
軍
館
山
の

一
部
は

1
個
の

一
背
斜
に
滑
ふ
て
教
屈
し
主
だ

L
で
小
口
静
中
の
砂
暦
に
貯
溜
せ
る
も
の
を
稼
行
し
て
居
る
.
又
､
此
の
置
域

に
放
て
は
二
､
三
の
抗
井
は
七
谷
静
中
に
進
入
L
t
該
野
中
の
石
油
を
採
取
し

て
居
る
｡
此
の
万
両
に
於
て
は
金
津
暦
に
は
石
油
の
貯
滑
が
強
い
｡

火
山
岩
に
就
て

新
津
油
田
附
近
に
存
在
せ
る
火
山
岩
は
砂
岩
､
貫
岩
並
に

凝
衣
岩
三
父
互
選
暦
せ
る
軍
資
､
水
成
岩
に
鼻
磐
を
輿

へ
ざ
る
革
寛
等
の
地
表

の
材
料
に
由
り
凡
て
節
三
配
潜
沈
積
常
時
に
海
底
に
噴
出
せ
し
岩
床
ビ
余
は
解

し
て
居
た
｡
此
の
革
質
は
盤
非
の
進
捗
Ai)
典
に
益
々
立
思
さ
れ
て
裸
だ
.
第
五

問
は
金
津
よ
-
朝
日
に
至
る
背
斜
軸
に
滑
ふ
て
切
断
せ
る
縦
断
雨
間
な
る
が
'

火
山
岩
の
存
在
状
態
を
明
白
に
示
し
科
る
の
で
あ
る
｡
南
方
等
提
寺
山
方
面
に

露
出
せ
る
安
山
岩
が
構
造
の
沈
降
だ
共
に
北
方
に
沈
下
L
高
谷
附
近
に
て
路
を

告
げ
て
居
る
｡
此
の
安
山
岩
の
.下
に
は
玄
武
岩
､
株
は
-
朝
日
附
鑑
に
て
安
山

岩
ビ
同
じ
-
路
を
出
目
げ
で
焙
る
0
此
の
玄
武
山万
の
下
方
に
は
三
〇
火
飴
の
貫
岩



め
-
､
其
の
下
方
に
範
坂
岩
が
布
衣
し
､
貫
岩
ビ
准
坂
岩
の
境
界
の
間
隙
に
､
石
油
を
貯
指
し
で
屠
る
0
此
の
部
分
の

石
油
は
ボ
ー
メ
二
二
鹿
に
し
て
新
津
油
m
.I-J
し
て
は
例
外
に
軽
質
で
あ
る
｡
朝
日
二
十
壊
井
だ
栴
す
る
坑
井
は
玄
武

岩
を
貫
通
し
質
岩
に
入
-
像
晃
の
個
所
に
於
で
石
油
に
逢
著
せ
し
こ
だ
は
誠
に
再
白
き
革
質
で
あ
る
｡
右
の
凝
次
岩

は
約

一
〇
〇
米
の
厚
を
有
L
t
主
だ
し
て
石
英
親
面
岩
男
の
岩
層
よ
り
成
る
此
の
龍
衣
岩
以
下
に
掘
入
せ
L
は
現
在

迄
は
唯

1
洗
(朝
日
十
七
耽
井
)
な
れ
で

も
其
の
坑
井
の
結
英
に
接
れ
ば
其
の
下
方
に
二
〇
水
飴
の
貫
岩
層
あ
-
'
其

の
下
に
は
其
の
間
多
少
の
凝
衣
岩
を
爽
む
も
塑

1
0
0
米
に
達
す
る
玄
武
岩
あ
り
'
其
の
下
約
八
十
米
の
凝
次
岩
'･

頁
岩
の
亙
恩
を
粧
て
再
び
二
L/
rl
C
束

に
達
す
る
玄
武
岩
が
あ
る
｡
以
下
四
〇
〇
米
は
貫
岩
及
び
凝
友
岩
の
岩
原
で
あ

る
｡
此
の
下
部
の
社
友
岩
中
に
二
回
少
畳
な
が
ら
石
油
を
静
め
た
｡
此
の
石
油
は
ポ
ー
メ
三
九
皮
の
頗
る
酪
質
の
も

の
で
あ
る
0

以
上
の
坑
井
の
戒
壇
及
び
地
衣
の
都
賓
よ
-
軌
る
時
は
新
釈
油
田
の
火
山
岩
は
先
づ
七
谷
暦
沈
澱
常
時
に
玄
武
岩

盛
に
噴
出
し
'
金
津
層
沈
澱
を
始
む
る
時
代
に
は
安
山
岩
の
噴
出
を
見
た
の
で
あ
る
｡
此
の
結
果
､
七
谷
暦
の
盈
上

郡
よ
-
以
下
八
〇
〇
光
の
間
は
玄
武
岩
親
に
て
占
領
さ
れ
て
屠
る
.
玄
武
岩
々
床
の
間
に
石
其
粗
面
岩
質
の
凝
衣
岩

の
存
在
す
る
こ
}J
は
此
の
附
近
に
同
岩
の
噴
出
あ
り
し
こ
YJ
ゝ
忠
は
る
｡
本
油
田
の
南
方
に
は
石
英
粗
而
岩
の
贋
き

取
出
あ
わ
も
是
等
ど
の
机
係
あ
る
も
の
な
ら
ん
も
充

だ卵
白
に
し
て
居
ら
ぬ

.
+

石
油
化
粧
単
純
lg
(
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